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表紙説明 


 
枚方大橋は枚方パークの北側にあり、淀川河川公園の一部ともなっています。公


園は野球場、市民の憩い場、さらにバーベキュー場にたくさんの市民が訪れる枚方


名所の一つとなっています。 
この橋は国道 170 号（大阪外環状線）および大阪府道 6 号枚方亀岡線、大阪府道


139 号枚方茨木線の交差する交通の要所にあります。淀川に架かる橋のうち、大阪


府内で一番上流にある橋で長さは 689 メートルです。現在の橋は 2 代目で、1971
年に竣工しています。 
この橋の付近にはその昔、淀川を遡る三十石船の船着き場、枚方宿もあったよう


で、左岸堤防下には桜町というように昔のなごりを残す地名も残っています。枚方


市の文化財に指定されている鍵屋資料館(枚方宿の旅館であったところ)もあり、ま


ことに趣のある地区です。昔からの街道が残っており、この街道を使い月に一度、


五六市(ごろくいち)という名のフリーマッケットが町おこしのイベントとして盛ん


に行われています。 
                              （中山 記） 


写真：五六市の様子 図：枚方大橋近辺の地図 








平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震被災お見舞い 


今回の地震被害地区の方々をはじめ、当センター組合員関係で被
災されました方々にお見舞い申し上げます。 
当センターはジオ・ラボネットワーク(全国の土質試験協同組合


の連携)を通し、震災復興を全力で支援いたします。 
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表 紙 説 明 
今回の表紙は、枚方大橋です。 


詳細はＰ.１０に掲載しております。 


 


上：上流より眺めた夕暮れの枚方大橋 
下左：上流側の橋脚 
下右：枚方大橋の銘板                      


（中山 記） 
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協同組合の精神  


～～次なる 30 年へのスタートに当たって～～ 
 


専務理事  佐藤 和志 
 


「組合は自分のもの」とお互いに頑張った(阿部初代理事長のことば)黎明期から 30 年、


激動の世の中でしたが、結果として他地区組合の見本といわれる現状までに成長を遂げるこ


とができました。改めて、先人の功績に敬意を表するとともに、これまでに関係された方々


へ衷心より感謝を申し上げます。 


今年度は、新たな 30 年へのスタートの年になります。この機に、ここまでに至った大き


な要因の一つである「協同組合」という組織形態について、整理をするとともに当組合の今


後の方向性を探りたいと思います。    
中小企業等協同組合法によれば、協同組合は、「…相互扶助の精神に基づき協同して事業


を行う… …自主的な経済活動を促進し…」（第一条）とあり、経済団体ではあるが、利益


や統制を目的にするものではないことを明確にしている。つまり、単に出資するだけではな


く、組合員である中小企業者が中小規模であるが故の弱点を、精神的なつながりを含めてお


互いに助け合い、補完してその価値を高めようとするものでなければならないのです。この


「相互扶助の考え方」が協同組合の精神といえます。当然のことながら、当組合の定款もこ


れを基本に作られています。 
創立以来ここまで、相互扶助を基本理念として事業活動が続けられてきました。創設期は、


構造不況業種としての危機感の共有や業界の発展に夢を託した先代の方々（当時は若者）の


情熱によって軌道に乗せ、その後協同組合のメリットである、補助金・スケールメリット・


優遇税制の効果等を活用しつつ、一丸となっての協力、景気の回復という環境の良化もあり


順調に成長してきました。ところで、近年はどうでしょうか？。業界の現状は、財政の切迫・


公共事業の大幅削減による全体規模の縮小、企業の存続を掛けた価格競争など、いまの業界


を取り巻く環境は、創立当時に勝るとも劣らない大変な状況にあます。組合も業務量の減少


による経営の悪化や、その存在意義に対する捉え方の温度差など、これまでにない困難に直


面しているといっても過言ではありません。 
われわれの仕事は、人の安全・安心・安定をサポートする社会資本整備の基礎となるデー


タを提供することです。創立 30 周年記念のご祝辞の中で、国土交通省近畿地方整備局の上


総局長は、「地質調査は、その成果が社会資本の品質を左右する重要な分野です」「センター


の業務は､地質調査の根幹となる、各種の試験・分析を行うものであり、…良質な社会資本


整備のための重要な役目を担っている…」、また全地連の瀬古会長は「センターは、今日ま


で土質試験・岩石試験・地盤環境分析などを地質調査業の発展と社会資本整備に大きく貢献


されました」「地質調査業の一翼を担って、試験・分析業務におけるコアセンターとして社


会資本整備に積極的に関わっていくことが今後ますます重要になってくると思います」（創


立 30 周年記念誌より抜粋）と述べられており、その役割の重さを改めて認識させられまし


た。 







- 2 - 


社会基盤整備を担う“土木”は社会における基幹産業であり、決して廃れることは無いし、


今後の活躍の場もあります。しかし社会基盤の整備が一段落したわが国においては、これま


でとは異なり従来に捉われない、自由な発想での活動も期待されています。社会の要請は、


“これまで”の量的拡大「開発」基調から、“これから”の「成熟社会型」へと大きく舵を


切り始めています。社会基盤整備も従来は、道路・河川・ダム・港湾・空港などが主な対象


になっていましたが、新たな領域として「災害の予防・低減」「自然との共生」「国土・地球


環境の保全」「地域社会の維持・強化」などに加えて、「産業の活性化」「生活・文化の維持」


も目標の一つになりつつあります。これらを達成するために、本質的な総合力の発揮が求め


られています。 
地質調査は、計画⇒踏査⇒現場調査⇒室内試験・分析⇒解析・とりまとめ等の手順を経て


成果が出来上がります。さらに、設計・施工・そしてエンドユーザーを満足しなければなら


ないので、個人あるいは一企業ですべてを完結できるものではありません。業界のある経営


者は、どの段階も大切ではあるが受け渡しが重要であり、“リレー競技である”と述べてい


ます。良い結果を出すためには、高い専門性と社会貢献を十分に意識した取組みが必要にな


ります。“個の優先”が行き過ぎた現在の社会の方向転換が課題となっています。公平性・


透明性・競争性が求められている環境下において、業界全体の底上げを図り、中小企業の競


争力を発揮することが求められているのです。未来を創造する大切な条件は、「常に過去の


成功体験を否定し、生まれ変わり続けることです」といわれており、これは個人も企業も同


じです。 
協同組合は、経済活動と社会貢献の両方を目的とする組織であり、事業経営を手段として、


共通の経済的・社会的・教育的な目的を追求しています。したがって、上記の課題を解決で


きる要素を多く持っている組織といえ、今こそ本領を発揮する時であると考えています。「協


同組合は時代遅れ」との見方もあるかと思いますが、古臭く見えるのは、成長期に発揮した


力（これまでの成功体験）をこれからも維持しなければならないと考えるからで、未来を創


造するために、業界が今後必要とされる領域（本質的な総合力の発揮）で専門業者としての


役割を全うし、雇用の確保・社会貢献を果たすための仕組みと位置付けると、十分に活用で


きる組織であるといえるのではないでしょうか。 
当センターの役割の一つに支援サービスがあり、その目的は経営の最大の資源である人材


の活性化です。業界の多くの会社では、人材の減少や多忙な日常が常態化し、閉塞感が覆っ


ています。組合企業も例外ではないように見えます。ところが、社内ではこの閉塞感を解消


でき難い状況にあるように思われます。 
今年度を含め今後も、支援サービス事業として多くの行事やネットワークの構築を計画し


て参ります。これらは全て組合企業とその社員が主役の企画であり、人材の活性化や業界の


地位向上に関するものになります。現状は、経営的にも人的にも余裕がなく大変な状況とは


思いますが、社会背景や環境が大きく変わっていることを認識して、積極的に参加・活用す


ることで相互扶助の精神を具現化していただけたらと思っています。それが閉塞感の解消や


社員のモチベーションの向上、そして企業と組合の安定化に繋がることを信じています。 
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組合員技術者紹介コーナー（第８５回） 
所  属：株式会社 ヨコタテック 
氏  名：潮田 俊英 
生年月日：１９７２年６月２日 
出 身 地：兵庫県 
 


今回、応用地質 株式会社の白松様からの依頼で２回目になりますが、執筆させていただ


くことになりました。 株式会社 ヨコタテックの潮田でございます。 
 前回、依頼を受けたときは社内で土質試験などに携わっておりましたが、５年前に会社


でエコマシーンを購入してから、オペレーターとして全国を走り回っております。 
 2 回目になると、何を書けばいいのか悩むもので…出張が多いので、観光名所や食文化等


経験したことを書こうか？いろいろと考えたのですが、地元が一番！空気もきれいでおい


しい！これからの季節、気候もよくなっていくのでドライブやお子様を連れて遊びに来ら


れてはいかが？という事で、県立 一庫公園を紹介いたします。 
 一庫公園は、兵庫県川西市北部の一庫ダム付近にあります。その、ダムによって生まれ


た知明湖（鯉・へら鮒・ブラックバス・ブルーギルが釣れます）に突き出た半島（知明山）


に公園があります。 
 公園内では、散策はもちろん、全面芝生で覆われた丘の公園で遊んだり、夏場は丘の流


れでの水遊びが一番の人気だそうです。あと、年間を通じていろいろなイベントが行われ


るようで、草木染や炭焼き（菊炭で有名）等、普段体験できないような事が出来るみたい


です。あっ！駐車場や公園は無料ですが、イベントは有料です。 
 詳しい事は、一庫公園の HP 見てください！ 
 ちなみに、一庫公園とは関係有りませんが、知明湖の上流部ではバーベキューやキャン


プが出来ます。国崎地区（川西市黒川）では、昔に比べると少なくなりましたが｢ほたる｣


も見ることが出来ます。小学生の時は、ほたるの乱舞が見れたのですが…。秋には、湖畔


の道を利用して一庫マラソンが開催されています（去年は元プロ野球選手の古田氏が出場）。 
 私は、文章力や表現力がうまくないので伝わりにくいと思います。一度、自分の目で確


かめてください。体験してみてください。年度末で酷使された、心も体もリフレッシュ！


リセットされると思いますよ。 
もしかしたら、猿・鹿・猪・狸・狐・最近ではヌートリアに遭遇できるかも…。 


 
 次回は現場で大変お世話になっております、明治コンサルタント 株式会社の山路様をご


紹介いたします。 
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【シリーズ：不確かさのすすめ ⑩ 】 


顧問 澤 孝平 


＜トピックス＞不確かさに関する最近の論議（その 6） 


2 月 17 日に産業技術総合研究所の不確かさクラブにおいて「第 5回総会」が開催された。不確


かさ評価の最新動向、技能試験の統計的処理方法、事例研究会参加紹介、拡張不確かさと信頼の


水準の関係などが講演され、不確かさに関する自由討議が行われた。 


 


6.2 試験結果の不確かさの許容値 


本センターの試験所認定（ISO/IEC 17025）審査における試験項目などの拡張不確かさ（k=2）


を表-15（センターニュース No.293、p.6）に示している。また、土質試験結果などから求められ


る諸常数、品質管理値や安全率を前号に紹介した。これらに加えて、粒度試験の結果と産総研で


の事例研究会の成果を改めて整理したものが、表 6.1である。 


表 6.1 試験結果等の拡張不確かさ（k=2）とその割合 


項目 試験結果等 拡張不確かさ 割合　（%） 備考


粘性土 39.86 % 0.61 % 1.53


砂質土 16.15 % 0.37 % 2.29


土粒子の密度試験 2.601 g/cm3 0.022 g/cm3 0.85


湿潤密度試験 1.732 g/cm
3


0.011 g/cm
3 0.64


105.4 kN/m2 15.4 kN/m2 14.6


6.55 % 2.45 % 37.4


六価クロム溶出試験 0.0492 mg/L 0.0019 mg/L 3.86


37.5 mm 100.00 % 0.00 % 0.00


26.5 mm 97.55 % 0.78 % 0.80


19.0 mm 78.95 % 1.14 % 1.45


9.50 mm 50.85 % 1.32 % 2.60


4.75 mm 27.14 % 1.12 % 4.13


2.00 mm 2.48 % 0.74 % 29.7


2.00 mm 100.00 % 0.00 % 0.00


0.850 mm 84.79 % 5.96 % 7.03


0.425 mm 65.80 % 7.46 % 11.3


0.250 mm 43.14 % 8.23 % 19.1


0.106 mm 9.48 % 3.48 % 36.7


0.075 mm 0.85 % 0.50 % 58.5


117.2 kN/m2 25.4 kN/m2 21.7


3.52° 2.93° 83.2


1.491 g/cm3 0.011 g/cm3 0.74


0.744 0.02 2.69


86.7 % 2.6 % 3.00


1.12 0.04 3.57


前号記載


三軸圧縮試験
粘着力


内部摩擦角


ｸｨｯｸｻﾝﾄﾞの安全率


間隙比


締固め度


本センター
の試験所
認定審査


産総研
事例研究会


地盤常数・
品質管理値・


安全率


土粒子の密度


湿潤密度


一軸圧縮強さ


破壊ひずみ


六価クロム濃度


乾燥密度


粒度試験


礫の
通過質量
百分率


砂の
通過質量
百分率


求められる常数など


含水比試験


一軸圧縮試験


含水比


 
この表の最右欄の「割合」は試験結果等に対する拡張不確かさの割合であり、従来の変動係数


（標準偏差／平均値）の約 2 倍に相当する値である。多くの土質試験においてはその結果の精度


についての許容値は決められていないが、おおよその目安として、いくつかの供試体の変動係数


が 5～10 %までなら妥当なものとされているように思う。この値を上記の「割合」に置き換える


と、k=2 であるので 10～20 %までということになる。表 6.1 によると、粒度試験以外の物理試験


では割合が数 %であり、問題ないといえる。一軸試験・三軸試験では強度やひずみの割合が 10 %


以上になり、破壊ひずみと内部摩擦角の割合は 37 %と 83 %で、極めて大きな値である。また、粒


度試験では通過質量百分率の値が小さくなると割合が 30 %、59 %と大きなものになる。 


従って、さらに多くのデータを積み重ねて、対象とする土の種類や試験項目に応じて、不確か


さの許容値を決めるべきである。一方、いくつかの測定値の不確かさを約 5 %に仮定しているた


め、乾燥密度・間隙比・締固め度・安全率の割合は数 %であるが、更なる検討が必要である。 
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6.3 試験結果の不確かさの必要性と効用 


（１）試験結果の不確かさと構造物の安全性 


ある事例で、盛土の安定計算時に入力すべき土の強さ（内部摩擦角φ=28°）を間違ってφ=39°


としたために地震時の安全率が Fs=1.106 となっているが、本来は Fs=0.989 であるという。間違っ


た安全率で構築された盛土を補強するために押さえ盛土工法を採用し、この対策工が完成すると


盛土の安全率は 1.032 になり安全であるという説明がされている。安全率の数値だけを見ると正


しい論理であるが、前号で説明したように試験結果（ここではφ）の不確かさを考慮すると、安


全率にも不確かさが存在するため、かなり心もとない論理である。 


上記の例では、試験結果（土の強さだけでなく）の不確かさが明らかにされておれば、盛土の


安全率はより確実性が増すはずであり、構造物の安全性の検討に寄与できるし、さらに進めてよ


り経済的な工法の選択にも役立つことになる。 


逆に、構造物の安全性を検討する立場から各種試験結果の不確かさがどの程度まで必要である


かを明確にすれば、試験方法や試験器具の改良、試験員の技能レベルの向上をもたらすことにな


る。また、要因ごとに試験結果の不確かさの程度を分析すれば、改良すべき点がクローズアップ


でき、試験結果の信頼性が高まり、より安全で安心な構造物建設に寄与できることになる。 


たとえば、自然からもたらされる地盤材料は採取位置により千差万別であり、一般に均質性は


高くないため、試験結果にもこの不均質性が影響することは免れない。従来、試験結果の不確か


さがこの不均質性に起因するものとして、試験技能の低さや試験器具の不具合を軽視してきた嫌


いがある。試験結果の不確かさに与える試料の均質


性を検討して対処すべきである。 


（２）試験結果の不確かさと研究・技術開発 


科学技術の発展・進歩を担っている最先端の研


究・技術開発の成果を支えているのは、多量の試験


データである。研究者・技術者は常に正確な試験デ


ータを求めるために努力するとともに、試験データ


には必ず不確かさがあることを認識すべきである。


試験データの不確かさを正しく認識すれば、より正


しい研究・技術開発の成果に結び付けられる。 


以上の関係を図 6.2に示す。 


（３）試験結果の不確かさと技術者倫理 


経済産業省がまとめている「JIS マーク認証取り消しの事例」によると、2008 年 5 月から 2009


年 8 月にかけて 9 件の事例が紹介されている。取り消し理由は，検査機器の故障の放置など検査


の不手際，JIS と異なる試験方法の実施、検査の未実施、検査結果の捏造・改ざんなど品質管理


体制の不備である。建設関連では、2006 年に電力会社によるダムの変形に関する測量結果やダム


の堆砂、漏水のデータの改ざん、冷却用海水の温度測定値の改ざん等が問題となった。また、2008


年には鋼管メーカ数社が JIS に基づく水圧試験や強度試験を実施せずにデータを捏造していたこ


とが報道された。実施していない試験の虚偽報告、試験データの改ざんや捏造は、産業界・大学


などの試験機関・研究機関を問わず、多くの分野で昔から繰り返されており、技術者・研究者個


人のモラルの問題でもあると同時に、大学や企業の組織の問題でもある。 


このようなデータの改ざんや捏造を防ぐ特効薬はないが、少しでもこれらを無くするためには、


先ず研究者・技術者のモラルを向上させるための倫理教育が必要である。さらに，できるだけ生


データ（最終報告の試験結果ではなく、生の測定値）を点検することである。この点検の際に、


点検者は試験結果の不確かさの実態や試験条件と試験結果の不確かさとの関係を熟知し、試験デ


ータを観察・評価する目を養っておく必要がある。精度の悪い試験結果には気付きやすいが、あ


まりにも精度の良い試験結果にも改ざんや捏造の巣窟があることを知るべきである。 


次回は、不確かさに関する地盤材料の特徴と留意点を述べる。 


 


試験結果の不確かさ 構造物の安全性の不確かさ


・安全・安心な構造物の構築 
・経済的な設計・施工 
・正しい研究・技術開発 


・試験機器の改良 
・試験員の技能レベルの向上 
・試験方法の改善 


図 6.2 不確かさの必要性と効用 
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こんな時代だから、ちょっと心に残る良い話 
新しくコーナーを始めることになりました。このコーナーを始めるきっかけになったのは、ある昼休


みに Nさんが、「関東の高校が停電で卒業式が中止になって、HP で校長先生が、生徒へむけての祝辞が良


い話ですよ。是非、読んでください。」と言われ、その学校の HP に載っている校長先生の祝辞を読み、


心を打たれ考えさせられました。是非皆様にも読んで頂きたいと思いこの内容を掲載したいと思います。      


                                         （稲田 記） 


 


卒業式を中止した立教新座高校 3年生諸君へ。 


 諸君らの研鑽の結果が、卒業の時を迎えた。その努力に、本校教職員を代表して心より祝意を述べる。 


 また、今日までの諸君らを支えてくれた多くの人々に、生徒諸君とともに感謝を申し上げる。 


 とりわけ、強く、大きく、本校の教育を支えてくれた保護者の皆さんに、祝意を申し上げるとともに、


心からの御礼を申し上げたい。 


 未来に向かう晴れやかなこの時に、諸君に向かって小さなメッセージを残しておきたい。 


 このメッセージに、2週間前、「時に海を見よ」題し、配布予定の学校便りにも掲載した。その時私の


脳裏に浮かんだ海は、真っ青な大海原であった。しかし、今、私の目に浮かぶのは、津波になって荒れ


狂い、濁流と化し、数多の人命を奪い、憎んでも憎みきれない憎悪と嫌悪の海である。これから述べる


ことは、あまりに甘く現実と離れた浪漫的まやかしに思えるかもしれない。私は躊躇した。しかし、私


は今繰り広げられる悲惨な現実を前にして、どうしても以下のことを述べておきたいと思う。私はこの


ささやかなメッセージを続けることにした。 


 諸君らのほとんどは、大学に進学する。大学で学ぶとは、又、大学の場にあって、諸君がその時を得


るということはいかなることか。大学に行くことは、他の道を行くことといかなる相違があるのか。大


学での青春とは、如何なることなのか。 


 大学に行くことは学ぶためであるという。そうか。学ぶことは一生のことである。いかなる状況にあ


っても、学ぶことに終わりはない。一生涯辞書を引き続けろ。新たなる知識を常に学べ。知ることに終


わりはなく、知識に不動なるものはない。 


 大学だけが学ぶところではない。日本では、大学進学率は極めて高い水準にあるかもしれない。しか


し、地球全体の視野で考えるならば、大学に行くものはまだ少数である。大学は、学ぶために行くと広


言することの背後には、学ぶことに特権意識を持つ者の驕りがあるといってもいい。 


 多くの友人を得るために、大学に行くと云う者がいる。そうか。友人を得るためなら、このまま社会


人になることのほうが近道かもしれない。どの社会にあろうとも、よき友人はできる。大学で得る友人


が、すぐれたものであるなどといった保証はどこにもない。そんな思い上がりは捨てるべきだ。 


 楽しむために大学に行くという者がいる。エンジョイするために大学に行くと高言する者がいる。こ


れほど鼻持ちならない言葉もない。ふざけるな。今この現実の前に真摯であれ。 


 君らを待つ大学での時間とは、いかなる時間なのか。 


 学ぶことでも、友人を得ることでも、楽しむためでもないとしたら、何のために大学に行くのか。 


 誤解を恐れずに、あえて、象徴的に云おう。 


 大学に行くとは、「海を見る自由」を得るためなのではないか。 
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 言葉を変えるならば、「立ち止まる自由」を得るためではないかと思う。現実を直視する自由だと言


い換えてもいい。 


 中学・高校時代。君らに時間を制御する自由はなかった。遅刻・欠席は学校という名の下で管理され


た。又、それは保護者の下で管理されていた。諸君は管理されていたのだ。 


 大学を出て、就職したとしても、その構図は変わりない。無断欠席など、会社で許されるはずがない。


高校時代も、又会社に勤めても時間を管理するのは、自分ではなく他者なのだ。それは、家庭を持って


も変わらない。愛する人を持っても、それは変わらない。愛する人は、愛している人の時間を管理する。 


 大学という青春の時間は、時間を自分が管理できる煌めきの時なのだ。 


 池袋行きの電車に乗ったとしよう。諸君の脳裏に波の音が聞こえた時、君は途中下車して海に行ける


のだ。高校時代、そんなことは許されていない。働いてもそんなことは出来ない。家庭を持ってもそん


なことは出来ない。 


 「今日ひとりで海を見てきたよ。」 


 そんなことを私は妻や子供の前で言えない。大学での友人ならば、黙って頷いてくれるに違いない。 


 悲惨な現実を前にしても云おう。波の音は、さざ波のような調べでないかもしれない。荒れ狂う鉛色


の波の音かもしれない。 


 時に、孤独を直視せよ。海原の前に一人立て。自分の夢が何であるか。海に向かって問え。青春とは、


孤独を直視することなのだ。直視の自由を得ることなのだ。大学に行くということの豊潤さを、自由の


時に変えるのだ。自己が管理する時間を、ダイナミックに手中におさめよ。流れに任せて、時間の空費


にうつつを抜かすな。 


 いかなる困難に出会おうとも、自己を直視すること以外に道はない。 


 いかに悲しみの涙の淵に沈もうとも、それを直視することの他に我々にすべはない。 


 海を見つめ。大海に出よ。嵐にたけり狂っていても海に出よ。 


 真っ正直に生きよ。くそまじめな男になれ。一途な男になれ。貧しさを恐れるな。男たちよ。船出の


時が来たのだ。思い出に沈殿するな。未来に向かえ。別れのカウントダウンが始まった。忘れようとし


ても忘れえぬであろう大震災の時のこの卒業の時を忘れるな。 


 鎮魂の黒き喪章を胸に、今は真っ白の帆を上げる時なのだ。愛される存在から愛する存在に変われ。


愛に受け身はない。 


 教職員一同とともに、諸君等のために真理への船出に高らかに銅鑼を鳴らそう。 


 「真理はあなたたちを自由にする」（Η ΑΛΗΘΕΙΑ ΕΛΕΥΘΕΡΩΣΕΙ ΥΜΑΣ ヘー ア


レーテイア エレウテローセイ ヒュマース）・ヨハネによる福音書 8:32 


 


 一言付言する。 


 歴史上かってない惨状が今も日本列島の多くの地域に存在する。あまりに痛ましい状況である。祝意


を避けるべきではないかという意見もあろう。だが私は、今この時だからこそ、諸君を未来に送り出し


たいとも思う。惨状を目の当たりにして、私は思う。自然とは何か。自然との共存とは何か。文明の進


歩とは何か。原子力発電所の事故には、科学の進歩とは、何かを痛烈に思う。原子力発電所の危険が叫


ばれたとき、私がいかなる行動をしたか、悔恨の思いも浮かぶ。救援隊も続々被災地に行っている。い


ち早く、中国・韓国の隣人がやってきた。アメリカ軍は三陸沖に空母を派遣し、ヘリポートの基地を提
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供し、ロシアは天然ガスの供給を提示した。窮状を抱えたニュージーランドからも支援が来た。世界の


各国から多くの救援が来ている。地球人とはなにか。地球上に共に生きるということは何か。そのこと


を考える。 


 泥の海から、救い出された赤子を抱き、立ち尽くす母の姿があった。行方不明の母を呼び、泣き叫ぶ


少女の姿がテレビに映る。家族のために生きようとしたと語る父の姿もテレビにあった。今この時こそ


親子の絆とは何か。命とは何かを直視して問うべきなのだ。 


 今ここで高校を卒業できることの重みを深く共に考えよう。そして、被災地にあって、命そのものに


対峙して、生きることに懸命の力を振り絞る友人たちのために、声を上げよう。共に共にいまここに私


たちがいることを。 


 被災された多くの方々に心からの哀悼の意を表するととともに、この悲しみを胸に我々は新たなる旅


立ちを誓っていきたい。 


 巣立ちゆく立教の若き健児よ。日本復興の先兵となれ。 


 本校校舎玄関前に、震災にあった人々へのための義捐金の箱を設けた。（3月 31 日 10 時からに予定さ


れているチャペルでの卒業礼拝でも献金をお願いする） 


 被災者の人々への援助をお願いしたい。もとより、ささやかな一助足らんとするものであるが、悲し


みを希望に変える今日という日を忘れぬためである。卒業生一同として、被災地に送らせていただきた


い。 


 梅花春雨に涙す 2011 年弥生 15 日。 


 


立教新座中学・高等学校 


校長 渡辺憲司 


 


（立教新座中学校・高等学校の HP http://niiza.rikkyo.ac.jp/news/2011/03/8549/より） 
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中小企業人材確保推進事業コーナー 
 


平成 22 年度のご協力、誠にありがとうございました。 


皆さんのご協力で下記の事業を滞りなく実施でき、満額（600 万円）の助成金を受けるこ


とができました。成果は、効果的に活用いただくことで発揮されます。企業の発展そして


明日への人材確保に結び付けてください。 
 


事 業 名 事業概要 実施時期 協力形態 


委員会等の開催 実施事業の具体的取組方法等、事業運営の検討 毎月 1回 委員参加奨励 


アンケート・ヒアリングの


実施（開始時） 


会員各社を対象に、労働力需給および雇用管理


状況調査を実施、効果的推進の資料とする 


8 月・9月 積極的な対応 


セミナー・研究会等の開催 雇用管理セミナー：雇用管理に関するテー


マについて専門家が解説し、改善を推進する 


8 月 27 日 多数の参加 


     〃 特別技術講演会：地質リスクに関する最新


の話題を提供し、今後に役立てる 


9 月 16 日 多数の参加 


マニュアル等作成配布 雇用管理マニュアル：トラブル予防 10 月 効果的な活用 


セミナー・研究会等の開催 *新土対法研修会：フェーズ１、試験対策 10 月 7 日 多数の参加 


     〃 メンタルヘルスセミナー：ストレス関連 10 月 15 日 多数の参加 


     〃 *技術者交流会：ストレス解消法の討議   〃 多数の参加 


     〃 *活性化フォーラム：業界の未来を語る 11 月 7 日 多数の参加 


労働者のモラール向上事業 従業員表彰：職場の活性化と定着化を促進 11 月 26 日 積極的な対応 


団体紹介新聞広告 業界紙への掲載：会員各社と業界のＰＲ   〃  


 *30 周年記念行事：式典と祝賀会、記念誌   〃 積極的な対応 


マニュアル等作成配布 就業規則マニュアル：雇用条件の整備 3 月 効果的な活用 


団体広報誌の作成配布 想うのは、地球に未来(30 周年記念誌)：人


材確保･定着と職場･業界の活性化をめざして 


3 月 効果的な活用 


フォローアップ調査 会員各社を対象に、事業効果等のアンケート・


ヒアリングを実施 


1 月・2月 積極的な対応 


 


 


平成 23 度の事業計画 


 


今年度も多くの事業を計画しています。関係者の方々には、確認の上ご協力のほどよろ


しくお願いいたします。 


 


【ご協力と参加のお願い】  
企業および従業員の労働意欲を向上させる方策の研究や実践の貴重な場になります。 


委員としての参加や研修会等への参加で積極的な協力をお願いします。 








支援サービス小委員会よりお知らせ 
＊＊参加者大募集＊＊ 
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私たちの生活に欠かせない電気は、火力・水力・原子力などの発電所で作られており、日本の電気の 1/3 は原


子力でまかなわれています。一方、原子力発電で使い終えた燃料からは、強い放射能を含む廃棄物（高レベル放


射性廃棄物）が発生します。この廃棄物は「地下深い所」に埋め立て処分することが法律で定められています。 


 


東濃地科学センターは、高レベル放射性廃棄物を地下深く


に安全に処分するため、 


＊地下はどうなっているのか 


＊なぜそのような仕組みになっているのか 


＊将来はどうなるのか 


など地層科学を研究する施設です。 


 


 今回の見学会では、2 つの見学コースに別れ、以下のような


施設を見学させて頂きます。 


 


① 瑞浪超深地層研究所（研究坑道入坑見学） 


瑞浪超深地層研究所では深さ 1,000m 程度の立坑や水平


坑道などを掘削し、主に花崗岩を対象として断層および割れ


目の性状や分布、地下水の流れや水質、岩盤の強さなどを調べています。また、地下深部の坑道を安全かつ合


理的に設計･施工し、維持・管理するための研究開発を行っています。今回の見学では、地上設備や、研究坑道


内の研究現場（地下 300ｍの水平坑道）の様子を見せて頂きます。 


 


② 瑞浪超深地層研究所（地上設備見学）とペレトロン年代測定装置 


 地震や火山などの地殻変動や気候変動の研究の為には、過去に起こった自然現象の歴史を解明する必要があ


ります。ペレトロン年代測定装置は炭素元素中にたった 1 兆分の 1 しか含まれない炭素 14 を使って地層や地下


水に残された過去のイベントの年代を数万年前までさかのぼって明らかにします。その原理と仕組みを案内して頂


き、地下深くに残された氷河期の水も見せて頂きます。また、瑞浪超深地層研究所の地上設備の見学をさせて頂


きます（研究坑道入坑は含まれません）。 
 


詳しい情報は・・・ 


（独）日本原子力研究開発機構 東濃地科学センター Ｈ.Ｐ.（http://www.jaea.go.jp/04/tono/index.htm） 


をご覧ください。 
 


 
  


見 学 日 時 ：  平成 23 年 5 月 18 日（水） 8：00～19：00 


集 合 場 所 ：  新大阪駅 1 階 団体待合室 


参  加  費  :   3000 円（交通費） ＊当日、徴収いたします。 


     ＊昼食は各自でお願いします（お弁当希望の方は現地にて用意できます）。 


Ｃ  Ｐ  Ｄ   ：   3.0 


定      員 ：  ①コース：24 名 ②コース：10 名 （合計 34 名） 先着順 


 


***  申込みは支援サービス小委員会事務局（楠本）まで  ***  


ＴＥＬ 06-6827-8833   ＦＡＸ 06-6829-2256   e-mail  service@ks-dositu.or.jp 
 


写真-1 瑞浪超深研究所 深度 300m ステージ 


（東濃地科学センターＨ．Ｐ．より） 


ご好評につき、 
本年度も行きます！！
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ビール片手に、ワイワイガヤガヤしませんか!?  


 


    【アフター５ ワイガヤ広場】開催報告（No15） 
3 月 17 日に開催された情報化小委員会に引き続いてワイガヤ広場を行いました。東日本


を襲った未曾有の大地震から 1 週間が過ぎようとしている中の開催は如何なものかという


考えもよぎりましたが、我々が元気を出すべきであり、年度末のセンター職員の慰労を兼


ねてのワイガヤとなった次第です。 
はじめに地盤技術課の橋本篤さんから『こういう試験やり始めました』という題目で話


題を提供して頂きました。ある軟岩の層理面の引張強度を試験して欲しいという組合員か


らの要望に応えて実施したトライアルの紹介です。何故このような要求があったのか、結


果を何に使うのか、といった点に質疑が集中しましたが、詳細は守秘事項のようでした。


また、完全な引張試験であることから、供試体のキャッピングの方法にも注目が集まった


のですが、これは“企業秘密”とのことです。何事によらず奥は深いものです。写真を参


照下さい。 
センターの方に聞いた話ですが、3 月 11 日の地震当日の現象の一つに電子秤が安定に作


動せず、この状態が夕方の 6 時頃まで続いていたとのことでした。微動レベルでは長周期


のゆれは随分と続くものなのでしょうか。 
また、情報化委員会のメンバーからの報告に、佐用町の現場でレベルを覗いていた時に、


スタッフの読みが 5cm ほど上下したのでスタッフマンに揺らすなといったそうです。この


ときはまさしく地震が起こった直後で、もちろんスタッフマンは揺らしていませんでした。


また、地面のゆれは全く感じなかったそうです。この地震は日本全土に影響を及ぼしてい


る気がいたします。 
次回の開催日は、平成 23 年 4 月 26 日（火）です。 
新年度のスタートを「ワイガヤ広場」で盛り上げましょう！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 (文責 広場管理人本田) 





